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令和元年台風第１５号による被災状況
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令和元年台風第15号の概要 ①
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出典：お天気.com 過去の台風・経路図
（https://www.otenki.com/index.php?mmmsid=bbtenki&actype=page&page_id=0001_pasttyphoon）

○台風15号データ
（9月9日4時 横浜市付近を通過時）

・中心気圧：960hPa
・最大瞬間風速：41.8m/s （=150km/h）
・1時間降水量：66.0mm
・高潮（最大潮位）：80cm

台風の接近・通過に伴い、伊豆諸島や関東地方南部を中心に 猛烈な風、猛烈な雨となった。
特に、千葉市で最大風速35.9m、最大瞬間風速57.5mを観測するなど、多くの地点で観測史上１位の最大風
速や最大瞬間風速を観測する記録的な暴風となった。

気象庁潮位観測情報
（http://www.jma.go.jp/jp/choi/graph.html?areaCode=&pointCode=124607&index=4）
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令和元年台風第15号の概要 ②
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東京湾の港湾の被災･復旧状況(10月2日 15:00時点)
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青海コンテナふ頭
⇒0,1,2号岸壁 実入りコンテナずれ（復旧済）
⇒4号岸壁 空コンテナ散乱（復旧済）、ターミナルゲートの破損

本牧海釣り施設
⇒:釣り桟橋への渡橋が破損

南本牧ふ頭
⇒MC2 クレーン１基破損（復旧済）
⇒MC3 給電ケーブルずれ（復旧済）
⇒シャーシ置場冠水(復旧済)

川崎コンテナふ頭
⇒コンテナ散乱等（復旧済）

千葉中央地区コンテナふ頭
⇒コンテナ散乱（復旧済）

中央防波堤外側外貿コンテナふ頭
⇒空コンテナ散乱（復旧済）

10号地フェリーふ頭VAC

東京港東京港

東京港

千葉港

川崎港

横浜港

川崎港

東京港

千葉港

横浜港

横須賀港

基幹防

【凡例】

利用不可

利用可

横浜港大さん橋ふ頭
⇒ボーディングブリッジに軽微
な損傷

横浜港

晴海ふ頭（旅客船ターミナル）
東京港

竹芝ふ頭（旅客船ターミナル）

東京港

品川コンテナふ頭
⇒空コンテナが海中に落下の可能性
（調査の結果、着岸可能）

東京港

南本牧はま道路
⇒橋脚に7000t級船舶衝突
⇒閉鎖中（代替ルートあり）

横浜港

横浜ベイブリッジ
⇒国道357号ランプ部が通行止め
（開通済）

横浜港

大黒ふ頭
⇒T9岸壁 クレーン１基破損（復旧済）
⇒C4岸壁 コンテナ散乱、SOLASフェンス倒壊

（復旧済）

横浜港

本牧ふ頭
⇒C5～9岸壁:空コンテナ散乱、
ヤード内一部冠水（復旧済）
⇒D4岸壁:空コンテナ散乱、SOLASフェン
ス倒壊、ターミナル浸水等（復旧済）
⇒BC岸壁：ヤード利用可
（SOLASフェンス倒壊、クレーン損傷、
舗装損傷（仮復旧済））
⇒D5岸壁:空コンテナ散乱（復旧済）
⇒D1岸壁：クレーン1基修理中、空コンテ
ナ散乱、SOLASフェンス倒壊、舗装損傷
（復旧済）

横浜港

久里浜地区フェリー桟橋

大黒大橋
⇒フローティングドック接触による
損傷（復旧済）

横浜港

横浜港

浮島町公園
⇒護岸損傷（公園閉鎖）

川崎港

馬堀地区
⇒護岸損傷

平成地区
⇒舗装損傷（通行止め、海辺
つり公園施設損傷（公園閉鎖）
走水･観音崎地区
⇒ボードウォーク損傷（一部利
用不可）
※令和２年６月末復旧予定

横須賀港

海岸堤防等

の被災

金沢地区木材ふ頭
⇒岸壁損傷、SOLASフェンス倒壊

本牧ふ頭周辺
⇒護岸倒壊（応急復旧済）

八景島
⇒護岸損傷

横浜港

福浦地区
⇒護岸損傷、舗装一部陥没（応急復
旧済）
幸浦地区
⇒護岸損傷（応急復旧済）

⇒護岸損傷（利用不可）
※フェリーは別岸壁を利用して
おり、運行に支障なし

浜金谷港

大黒海釣り施設
⇒道路冠水、倒木、フェンス倒壊等

金谷地区
⇒護岸損傷

横須賀港

大井コンテナふ頭
東京港

出典：国土地理院HP



横浜港
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台風15号による主な被災箇所（横浜港）
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（１）大黒大橋

（２）本牧ふ頭本牧BC突堤

（３）本牧ふ頭D1バース、D4バース

（５）南本牧はま道路

（６）南本牧シャーシ置場

（７）金沢区（福浦地区）

（４）本牧ふ頭D突堤 海釣り施設・護岸

出典：国土地理院HP



（１）本牧大橋

漂流した浮きドックと大黒大橋が接触し、歩道が通行止め。（9月11日に復旧済）
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（２）本牧ふ頭ＢＣ突堤

本牧ふ頭BC突堤では、暴風等により岸壁背後のグレーチング全損、SOLASフェンス倒壊、ガントリー
クレーンの電源ケーブル逸脱等の被害が発生。

ガントリークレーン電源ケーブル逸脱

岸壁背後グレーチング全損

SOLASフェンス倒壊 7



D1 渡版盛り上がりD1 空コンテナ、SOLASフェンス倒壊

D4コンテナ倒壊 8D1 渡版盛り上がり復旧状況（9月10日）

（３）本牧ふ頭Ｄ1バース、Ｄ4バース

本牧ふ頭Ｄ１バース、Ｄ４バースでは暴風等により空コンテナやフェンスが倒壊する被害が発生。
本牧Ｄ１バースでは下部からの波力で、桟橋とエプロンを接続する渡板が盛り上がる被害が発生。

渡版



（４）本牧ふ頭D突堤 海釣り施設・護岸

管理棟の被災状況

渡り桟橋の被災状況

護岸の被災状況（14カ所のべ230m）

本牧Ｄ突堤にある海釣り施設は、年間約１７万人が利用していたが、桟橋や管理棟が被災。また周辺の護岸
も被災。
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出典：国土地理院HP



（５）南本牧はま道路

① ② ③

鋼床板箱桁橋
めくり上がり、照明柱傾斜

PC橋
高欄損壊

撮影方向

①②

③

【船舶】
船種：一般貨物船
船名：BUNGO PRINCESS
全長：103.64m
全幅：18.8m
ＧＴ：6,736t
ＤＷＴ：10,034t

衝突した船舶

南本牧はま道路は、平成２９年３月４日に供用を開始した、南本牧コンテナターミナルと首都高湾岸線を直結
する臨港道路だが、走錨した船舶が衝突し、現在通行止。

鋼床板箱桁橋
高欄損壊及び衝突船残骸 10

「Product© 2018 DigitalGlobe,Inc 」
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（６）南本牧シャーシ置場 浸水状況

シャーシ置場
（冠水位置）

横浜港南本牧ふ頭 シャーシ置場の冠水状況

排水ポンプの設置状況 排水後の状況（シャーシ置き場） 排水後の状況 （通路）

通路の冠水状況
）

9月9日、横浜港南本牧で広さ約20万㎡のシャーシ置場が冠水（浸水深約0.5m以上）。
9月12日、横浜市からの要請を受けて、関東地方整備局からTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）2名を派
遣。災害協定団体が排水ポンプを設置し、排水開始。
9月14日、午前9時5分に排水作業が完了し、シャーシ置き場の冠水は解消。

「Product© 2018 
DigitalGlobe,Inc 」



（７）金沢区（福浦地区） 被災状況

トイレ床上浸水、排水詰まり

パラペット約50m倒壊

パラペット約2m倒壊土砂堆積

パラペット約30m倒壊

陥没２か所（各3×3m程度）

人孔周辺陥没

陥没（約10×10m）
護岸の傾斜

パラペット約50m倒壊

パラペット約20m倒壊

パラペット約40m倒壊
陥没

パラペット約70m倒壊

パラペット約100m倒壊

トイレ内装・外装被害大 パラペット約200m倒壊

パラペット約20m倒壊

陥没

※延長は目測による

陥没

陥没

Source: Esri, DigitalGlobe, GeoEye, Earthstar Geographics, CNES/Airbus DS, USDA, USGS, AeroGRID, IGN, and the GIS User Community

人孔ズレ

陥没

写真①

写真②

写真③

写真④

① 土砂堆積＋パラペット倒壊

② 陥没

③ パラペット倒壊

④ 大規模陥没

9月18日時点で、土嚢1,546袋を設置し応急復旧完了

金沢区福浦地区は横浜市が造成した工業団地だが、護岸約600ｍが倒壊し、隣接する幸浦地区も含めて、
国道357号の東側3.92k㎡のエリアが浸水。被害事業者数は483事業所（9月24日時点）。

国道357号
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出典：国土地理院HP

陥没
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横浜港の沖では最大風速は30ｍ/ｓ前後、風向は東～東南東、最大波浪は3.0～3.3ｍ、周期は5.6～5.7秒であり、
特に強い波浪が２方向から来襲していることが判明した。これは、横浜港で経験したことのない波浪特性である。
福浦地区の護岸前面では、２方向からの波浪が重なり最大波高5.57mであったことが推算された。
合田式による護岸前面の波圧分布より、水面を基準とした波浪の到達高さは、8.36m（最大波高の1.5倍）と推定さ
れる。今回の台風による最大潮位がT.P.+0.82mであったことから、到達高さはT.P.+9.18mとなり、波浪の不規則性
（非線形性）を考慮すると、概ねT.P.+10m程度まで波浪が到達したと推定される。

スペクトル解析

波浪推算結果

【波高・波向】 【周期・波向】 【風向・風速】

風・波浪平面分布図（2019年9月9日3時00分）

【金沢沖】

（波のエネルギー分布
を示す。）

合田式による波圧分布から推定した
福浦地区の波浪到達高さ（イメージ）

T.P.+9.18
m

T.P.+0.82m

T.P.±0.0
m

波浪の到達高さ
8.36m

最大潮位

T.P：東京湾平均海面

台風１５号による高波の解析結果概要 （暫定）



川崎港
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川崎港東扇島地区の被災状況
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被災箇所

コンテナ倒壊・道路冠水

出典：国土地理院HP

出典：国土地理院HP
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東京港



東京港中央防波堤外側地区及び品川ふ頭の被災状況
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中央防波堤外側地区

空コンテナ倒壊による道路閉塞

品川ふ頭
• 台風通過後、蔵置してあった空コ
ンテナ(45ft)1個が足りない事を確
認。

• 海中に転落した可能性が高いた
め、岸壁を接岸禁止にした上で、
東京都及び海上保安部が岸壁前
面海域を調査。

• 3日間の調査で空コンテナは発見
されず、船舶の入港に支障が無い
ことを確認したため、9月11日夕刻
より接岸再開。

品川ふ頭で空コンテナが流出したため、約3日間船舶が接岸できない状況が発生。
中央防波堤外側地区では暴風により空コンテナが倒壊し、道路閉塞が発生。

調査範囲

400m

出典：国土地理院HP


